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康志向のプログラムや温泉を活用したリラクゼーションプラン、アクティビティ関連の学校との連携によ
る自然体験コンテンツの開発・磨き上げなど、観光誘客につなげることが期待されます。
　また、ワーケーションなど新しい旅行スタイルにも対応する取組を進めることで、春から秋にかけても
魅力的な観光地として進化し、訪問者を増やすことが期待されます。
�　これらの取組により、冬季の強みをさらに伸ばしつつ、グリーンシーズンの魅力を発掘・発信し、年間
を通じて観光客が訪れる観光地を実現することが、本市の収益確保と観光地としての魅力向上につながり
ます。

② 地域一体となった観光情報の発信
�　本市は、妙高山を中心とする山岳地帯で妙高戸隠連山国立公園の豊かな植生と多様な生態系を有し、四
季折々の風景が楽しめます。
　また、地域ごとに特徴がある温泉が点在しており、古くから多くの人々に親しまれてきました。豊富な
降雪量と質の良いパウダースノーは、スキー愛好家に人気が高く、特に近年は海外からの来訪者も増加し
ています。この流れを受けて、新たな大規模リゾート開発の計画も進んでいます。
　さらに、「佐渡島の金山」世界文化遺産登録を背景に、新潟県全体の観光需要も高まる可能性があります。
�　このように魅力的な観光資源が多岐にわたる一方で、地域全体の観光ストーリーやブランドイメージが
十分に確立されていない現状があります。本市の魅力を国内外に広く発信し、多くの人々に関心を持って
もらうためには、地域一体となった観光情報の発信が重要です。
�　現在のインバウンド需要は冬季に集中し、特にオーストラリアからの来訪者が多い状況です。今後、訪
日外国人向けの多言語対応やデジタルマーケティングを活用することで、地域内での消費拡大や多様な地
域からの誘客が期待されます。
�　また、市民生活との調和を図りながら観光を推進するには、地元関係者（市民・活動団体・事業者等）
に旅行者の増加が地域にもたらす効果を周知し、観光推進への理解と協力を深めることが必要です。地域
全体で観光客を温かく迎える機運を醸成し、具体的な取組を進めることで、本市の観光振興をさらに加速
させることが求められます。

③ 観光客を受け入れる体制と環境の整備
�　本市は首都圏や長野県からのアクセスが良く、日本海にも近いという地理的な特徴を持ちます。
　しかし、地域内に点在する観光資源を移動・回遊する手段に乏しく、観光客が周遊しにくい状況が課題
となっています。このため、本市では冬季に妙高高原エリアやロッテアライリゾート、斑尾高原を周遊す
るスキーエリアシャトルバスの運行や、スキー場でのICゲートシステムの導入、キャッシュレス決済の
普及促進を図り、受入体制の強化を図ってきました。地域内でストレスなく移動できる環境を整えるため
には、二次交通の充実、多言語対応の交通案内、シームレスな移動環境の整備が必要であり、観光客だけ
でなく市民生活の向上にも寄与する環境整備が求められています。
　また、今後のインバウンド観光客の増加を見据え、交通手段の多様化や多言語対応のオンライン予約・
管理システムの導入や混雑状況の可視化といった施設のデジタル化対応が求められています。
�　観光客を受け入れる上では、質の高い「おもてなし対応」も重要な要素です。現在、一部の老朽化した
観光施設や宿泊施設では快適性が十分に確保されていない場合があり、改修や近代化が遅れている状況が
見られます。これらの課題を解決することで、利便性、もてなしの質、快適性を向上させ、訪れる観光客
にとって魅力的で安心して滞在できる環境の整備が求められています。
�　そして、妙高の貴重な資源である自然環境を保護し、環境負荷の低減も図りながら、市民が安心して暮
らし、観光客が安全に滞在できる環境を整備していくことも大切となります。
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④ 観光人材の育成・確保
�　本市の令和５（2023）年度における観光消費額はコロナ禍前の水準以上まで回復しており、観光業は
今後ますます成長が期待できる産業です。一方で、少子高齢化や家業的な経営による事業継承の問題等に
より観光分野での人材不足が顕在化しつつあります。観光人材の確保とともに、多様化する旅行ニーズや
デジタル化の進展、増大する外国人観光客に対応することが求められています。
�　新たな旅行ニーズに対応するための人材として、特に外国人観光客への対応や専門知識を持つ人材の育
成が急務です。IT化の需要に対し、現場で十分に対応できていないケースや観光業界特有の労働環境課題
が、生産性の低下や人材流出を招いています。これらの課題を解決し、観光業を支える人材を育成・確保
するためには、若者や移住者が就業したくなる環境の整備、外国語対応や接客スキル、デジタル技術の向
上を目指した研修や教育プログラムの整備、生産性の向上など、観光業界で働くことへの魅力を高める取
組が必要です。

⑤ 産業活性化による国際競争力の強化
�　観光客が地域内で消費する機会や場所が十分にない現状は、地域経済における機会喪失を引き起こして
います。この課題を解決するためには、移動店舗やデリバリー専門店の活用、夏季や冬季の賑わいを活か
した販売活動、季節に応じた商品の販売強化といった新たなビジネスの参入を促進することが必要です。
地域での新たなビジネスの参入は、地域の競争力を高めるとともに、雇用の創出が期待できます。
�　地域資源を活用した高付加価値商品の開発や、他産業との連携による観光産業の強化、企業誘致や新規
参入の促進を進めることは、地域内での消費拡大や産業基盤の強化を図ることにつながります。これらの
取組には観光DXの活用が大きな鍵となります。データ解析による需要予測や生産性の向上、デジタルマー
ケティングによる効果的な情報発信、オンライン予約やキャッシュレス決済の普及などを地域で展開する
ことで、国際的な観光地としての競争力を高めるとともに、国内外から「選ばれる地域」となることが期
待されます。
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計画の目標値と施策体系第3章

１．将来ビジョン
　前述の妙高市の観光の課題等を踏まえ、持続可能な観光都市を目指して将来ビジョンを以下のように定
めます。

―将来ビジョン―

誰もが年中、MYOKOをまるごと楽しめる
持続可能なマウンテンリゾート

▶　�スノーシーズンのスキー等に留まらず、同シーズンでの雪コンテンツや地域性・郷土性を体
感する取組を強化することで多様な楽しみ方が可能なマウンテンリゾートを目指します

▶　�グリーンシーズンにおける既存コンテンツの磨き上げや各種体験プログラムの開発等の促進に
より、スノーシーズンだけでなく、四季を通じて楽しめるマウンテンリゾートを目指します

▶　�温泉や歴史、文化等の妙高山がもたらす恵の活用や観光客に留まらず地域住民も含め幅広い
層への情報発信等を推進することで持続可能なマウンテンリゾートを目指します。

２．誘客ターゲット・方針 
　前述の妙高市が誇れる地域資源を活かしながら、これらの資源それぞれに興味・関心の高い国内外の顧
客層をターゲットの中心に据えつつ、本市とのアクセス性にも優れる首都圏からの誘客にも注力します。
また、インバウンド誘客の面で伸びしろのある外国人観光客の国籍や属性を見極めつつ、本市を一度も訪
れたことがない新規顧客への来訪喚起を促進します。さらに、既に本市を訪れたことのある国内外からの
観光客に対して、何度も訪れてもらえるよう、来訪者のさらなる満足度向上に努め、リピーターの獲得・
拡大を図ります。 

計画の目標値と施策体系
第3章
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３．目標値
　上記「将来ビジョン」を達成するため、計画期間内における目標値を以下のように定めます。

指　標　名 評　価　方　法 現況値（令和5年） 目標値（令和11年）
観光入込客数 新潟県観光入込客統計調査により把握 511万人 610万人
観光売上額 妙高市観光消費額統計調査により把握 173億円 206億円

来訪者満足度 妙高市来訪者アンケート調査等により把握 ― 85％
リピート率 妙高市来訪者アンケート調査等により把握 ― 65％

外国人観光宿泊者数 妙高市宿泊統計調査により把握
外国人観光客の年間延べ宿泊数 12万人 18万人

4．計画体系
　将来ビジョンの実現に向けて「地域が一体となった持続可能な観光地域づくりの実践」と「世界に誇れ
る国際的なマウンテンリゾートとしての受入環境の整備」を本計画の基本方針に掲げ、効果的に地域づく
り（整備）や誘客を推進するために７つの主要施策を展開します。

【計画体系図：基本方針１】
ビジョン 基本

方針 主要施策 具　体　的　な　施　策

誰
も
が
年
中
、Ｍ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
を
ま
る
ご
と
楽
し
め
る

持
続
可
能
な
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト

１ 
地
域
が一体
と
な
っ
た
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
の
実
践

1 �上質で高付加価値
なツーリズムの創出

整備

① 高付加価値の体験型コンテンツの発掘・磨き上げ 整備
② 特色ある温泉を活かした魅力づくり 整備
③ スポーツツーリズム・アドベンチャーツーリズムなどの推進 整備
④ 健康促進・ウェルネスツーリズムの推進 整備
⑤ 歴史文化のストーリーを活かしたコンテンツの開発 整備
⑥ 地域性や風土を活かした食文化の開発及び磨き上げ 整備

2 �国内外の観光誘客
を増加させるため
の戦略化

整備 誘客

① �国内外のターゲットの明確化と誘客のためのデジタル
マーケティング手法の確立 整備

② 地域が一体となるSNS等を活用した観光情報発信の取組 誘客
③ 戦略的・継続性のある海外向けプロモーションの展開 誘客
④ 外国人観光客の国籍や属性に応じた戦略的な情報発信 誘客

3 �観光事業の将来を
担う人材の育成・確
保に向けた取組の
実践

整備 誘客

① 来訪者の満足度向上を目指す観光受入体制の充実 整備
② 地域への愛着・誇り・おもてなし意識の醸成に向けた取組 整備
③ 地域の就業情報や観光関連施設・企業の魅力発信 誘客
④ 地域への定住支援や就業サポート 整備

4 �観光事業者の変革
や進化を促すため
の事業者間連携や
協働促進・観光DX
の推進

整備 誘客

① 妙高ツーリズムマネジメントの体制強化 整備 誘客
② 観光事業者のDX推進による業務効率化支援 整備
③ 新たな観光関連事業への創業・起業支援 整備
④ �既存事業者間のビジネスマッチングによる新たなマーケッ

トの開拓支援 整備 誘客
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計画の目標値と施策体系第3章

【計画体系図：基本方針２】
ビジョン 基本

方針 主要施策 具　体　的　な　施　策
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1 �リピーターを増やす
取組の推進

整備 誘客

① 教育旅行・スポーツ合宿等の受入促進 整備 誘客
② 「道の駅あらい」の機能強化と魅力向上 整備 誘客
③ 「妙高ファン」づくりを狙ったイベント・情報発信 誘客
④ 国内外観光客の消費活動促進に向けた環境整備 整備

2 �快適に観光・周遊
してもらうための
環境の整備と充実

整備 誘客

① 観光施設等の各種受入環境の充実 整備
② 市内の回遊性を向上する二次交通の整備 整備 誘客
③ 広域連携による周遊観光の促進 整備 誘客
④ まちなみ景観の改善や環境に配慮したインフラ設備の整備 整備

3 �持続可能な地域
マネジメント等の
実践

整備

① 災害等緊急時の適切な危機管理体制の整備 整備
② �安全・安心に係る情報提供や観光施設等における安全対策

の強化・充実 整備

③ 未来に受け継ぐ地域の環境の保全 整備
④ 持続可能な観光ガイドライン 整備
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計画の推進体制第5章

計画の推進体制
第5章

計画の推進体制
　本計画を推進するために各主体の役割を明確にしつつ、共通の目標に向かって協働による推進体制を強
化し、観光振興の推進を図ります。
　推進にあたって、本市は観光施策の方針や戦略を策定し、観光地経営の一翼として各種協議・調整を支
援する役割を担う一方で、妙高ツーリズムマネジメントはDMOとしてのミッションの実現に向けて、地
域の観光推進の先導役として、データの収集・分析等に基づいたエビデンスをベースに、多様な関係者を
巻き込みながら、持続可能な観光地づくりを推進していきます。加えて、事業者等や市民・活動団体は観
光客の満足度向上等に向けて重要な役割を担っており、地域資源や魅力を再認識しつつ、受入体制の充実
や観光客への好意的な対応等が求められます。
　また、観光振興に係る財源の確保については、宿泊税や入湯税等の法定外目的税をはじめ、様々な選択
肢が考えられますが、その使途（何に使うのか）や充当される主体（誰が使うのか）等の論点や課題を整
理しながら、関係者との協議・調整や合意形成を図る必要があることから、市内観光関連事業者や市民・
活動団体等の関係者の意向を確認しながら、観光振興に係る財源の必要性やあり方を検討していきます。

【観光推進体制】
実　施　主　体 主　な　役　割

妙高市

・観光振興計画の策定及び進行管理、事業効果検証
・各種観光情報の発信
・観光大使、観光PRキャラクター等による情報発信
・観光振興を図るための施設環境整備
・関係行政機関等との連携・連絡調整
・観光地域づくり法人や事業者等への支援
・市民・活動団体等への普及啓発

妙高ツーリズムマネジメント
(観光地域づくり法人)

・マーケティング等による戦略的な観光地づくりの実践
・インバウンド誘客の拡大に向けた企画及び事業の実施
・観光情報の発信や観光案内
・観光イベントの実施
・観光客と観光等事業者間のコーディネート

事業者（観光、宿泊、交通、旅行、策道、商
工、飲食店、農業者等）
妙高市グリーン・ツーリズム推進協議会

・観光客の満足度を高めるおもてなしサービスの向上や体制の整備
・受入体制の充実
・地域資源の活用・再発掘、情報発信の強化
・安心・安全な地場食材の生産及び提供

市民・活動団体
・観光客を迎え入れる、おもてなし意識の向上
・市民や活動団体による観光客向けのガイド充実
・地域の魅力の再認識と地域資源の再発掘及び活用
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市民検討委員会及び計画策定委員会・会議実施記録
会　議　名 日　　　　　時 実　施　場　所

市民検討委員会 ( 第 1 回 ) 2024 年　9 月 26 日（木）18:30 ～ 20:00 妙高市役所会議室

計画策定委員会 ( 第 1 回 ) 2024 年 10 月 16 日（水）15:00 ～ 16:30 妙高市役所会議室

市民検討委員会 ( 第 2 回 ) 2024 年 10 月 16 日（水）18:30 ～ 20:00 妙高市役所会議室

計画策定委員会 ( 第 2 回 ) 2024 年 11 月 27 日（水）15:00 ～ 16:30 妙高市役所会議室

市民検討委員会 ( 第 3 回 ) 2024 年 11 月 27 日（水）18:30 ～ 20:00 妙高市役所会議室

計画策定委員会 ( 第 3 回 ) 2025 年　1 月 15 日（水）15:00 ～ 16:30 妙高市役所会議室

巻末資料
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巻末資料

市民検討委員会　委員名簿
No. 氏　　名 所　　　　属

１ 丸山　さやか ロッテアライリゾート

２ 岡田　麻梨亜 （株）Wow Myoko

３ 岩村　明郁 国際自然環境アウトドア専門学校

４ 野村　功太朗 Myoko Coffee

５ 清水　直春 （一社）妙高ツーリズムマネジメント

６ 舘野　智光 （一社）妙高市グリーン・ツーリズム推進協議会

７ 丸山　佳祐 （一社）妙高青年会議所

８ 蔡　紋如 （同）穀宇

９ 村越　洋一 なんぶルネサンス

計画策定委員会　委員名簿
No. 氏　　名 所　　　　属

１ 小田　佳代子 新潟県　観光文化スポーツ部　観光企画課

２ 岡本　裕野 （株）リットオフ

３ 中嶋　正文 （一社）妙高ツーリズムマネジメント

４ 後藤　幸泰 赤倉観光リゾート＆スパ

５ 波潟　郁代 西武文理大学

６ 関　貴史 環境省　信越自然環境事務所　妙高高原自然保護官事務所

７ 山口　海 ホテルアルペンブリック

８ 伊藤　義信

事務局名簿
No. 氏　　名 所　属　・　役　職

１ 丸山　豊 観光商工課　課長

２ 池田　潤 観光商工課　課長補佐

３ 岡田　辰夫 観光商工課　観光交流グループ　係長

４ 牛木　優治 観光商工課　観光交流グループ




